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　日本犯罪学会は昭和３年（1928）
９月に設立され，日本学術会議協力
学術研究団体として登録された団体
です．会員は700名です．当学会では
機関誌「犯罪学雑誌」（犯罪誌 Acta 
Crim｡ Japon｡）を年６回（隔月）各
800部発行していますが，犯罪・非行
問題に取り組む諸領域の専門家の研
究，情報交換，研究協力を促す目的
で，昭和３年に機関誌として創刊さ
れたのです．爾来，戦後の一時期を
除き隔月刊行され，現時点で第73巻
１号が刊行されています．戦後犯罪
学の専門領域の分科が進みました
が，「犯罪学雑誌」には主に医学関
係，特に法医学と司法精神医学領域

の論文が掲載されるようになりまし
た．しかし，会員には法学者，心理
学者，司法関係者等が多く含まれ，
「犯罪誌」は広く読まれています．
近年この領域の研究者が活躍するよ
うになり，これらの研究者に論文発
表の機会を与える場としての意義も
また大きいのです．「犯罪誌」は創刊
以来欧文抄録を付けることを義務づ
けるなどして，我が国の犯罪学研究
を海外の研究者に知らせ，国際的研
究，交流にも寄与しています．昭和
49～50年文部省在外研究員として米
留学中，ロスアンゼルス郡検視局に
も「犯罪誌」があったのを見て驚い
たものです．私は昭和51年４月に日
本犯罪学会の一般会員となり，昭和
61年から現在まで評議員をしていま
すが，英文論文32編（内筆頭著16編）
と和文論文10編（内筆頭著９編）を
「犯罪誌」に発表しています．
　日本犯罪学会では昭和58年（1983）
６月17日，犯罪学の先達である故古
畑種基（法医学）・吉益脩夫（犯罪病
理学）両博士を記念して，理事会に
おいて日本犯罪学会賞を設立するこ
とを決定しています．この賞は犯罪
学における業績（論文または著書）
が卓越している者に授与される賞で
す．評議員から推薦され，推薦候補
者として残った者の中から毎年１名
が受賞者として選考委員会の投票で
決定されます．受賞者には賞状と古
畑・吉益両博士の並んだ胸像のレリ

ーフと賞金が与えられます．平成18
年度日本犯罪学会賞は，平成18年11
月25日，第43回日本犯罪学会総会に
おいて，日本犯罪学会小田晋理事長
より私に授与されました．同理事長
は，席上選考の経過と受賞者紹介と
いう形式で授賞理由等を詳しく読み
上げられました．その内容は以下の
通りです．

受賞者紹介文
　石津日出雄氏は，現在岡山大学名
誉教授，川崎医療福祉大学医療福祉
学部教授である．昭和40年３月岡山
大学医学部を卒業，同大学附属病院
で１年間の実地修練の後，昭和41年
４月医師国家試験に合格．昭和41年
４月岡山大学大学院医学研究科博士
課程へ進学，社会医学系法医学を専
攻，法医学三上芳雄教授の指導の下
に主論文「アナフィラキシーショッ
クと線維素溶解現象との関連に関す
る研究」（英文）により医学博士の学
位を取得，昭和45年３月大学院の課
程を修了した．同年４月岡山大学法
医学講座講師，翌46年４月同助教授
となる．この年11月，ヒト男性のＹ
染色体の長腕の遠位部がアルキル化
剤系蛍光色素キナクリンマスタード
等で特異的に染色されること（Zech､ 
L｡：Exp｡ Cell Res｡ 1969），塩酸キナ
クリン染色によりＹ染色体のこの部
（Ｙクロマチン）は休止細胞核にお
いても強く輝いて見えると言うピア
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ソン博士の論文（Nature 1970）を頼
りに，“Ｙが光るのならこれを法医学
上の人体試料の性別判定に利用でき
そうだ”と手探りで研究に着手した．
　昭和46年当時は犯罪捜査上の証拠
物件としてとくに重要な血痕からは
性別判定はできなかったが，昭和47
年石津氏は血痕中の白血球核からＹ
クロマチンを蛍光顕微鏡下に検出す
る方法を確立して論文で発表し実務
への応用の道を開いた．また昭49～
50年文部省在外研究員として米国留
学中，ロスアンゼルス郡検視局長ト
ーマスＴノグチ博士に協力し，ニュ
ーヨークの３件，ニュージャージの
１件，ホノルルの１件，カリフォル
ニア州内の３件の殺人事件で氏の方
法を用いて血痕の性別判定の鑑定を
行っている．
　昭55年４月高知医科大学法医学教
授となってからは血痕中の男性ホル
モンと女性ホルモンをラジオインム
ノアッセイ法により検出して，検出
比により性別を判定する方法を確立
した．また平成元年山本雄二氏と共
に，Witt & Erickson の発表した 
PCR 法によるＹおよびＸ染色体特

異 DNA 配列に基づく性別判定法を
追試し，刑事鑑定資料からの性別判
定に応用可能となるように原法を改
良し，簡単で高感度のものとした．
平成２年４月岡山大学教授に転じた
後も PCR による性別判定の研究を
続けると共に，DNA 多型による個
人識別の研究を発展させた．手法は
時代により異なるものの，氏はそれ
まで裁判上の鑑定では不問に付され
ていた血痕等からの性別判定の道を
開いたといえる．
　昭和48年12月「Ｙ染色体による人
毛の性別判定」の研究論文により岡
山大学から結城賞受賞，昭和49年12
月計画研究テーマ「Ｙ染色体を応用
した法医学上の新性別判定法の開
発」により三越若手医学賞受賞，平
成18年２月に平成17年度岡山県文化
賞（学術部門）を受賞している．氏
は法医実務家としても犯罪捜査や犯
人検挙に，さらに地域社会の治安維
持に多大の貢献をしてきた．その功
労に対し，平成10年２月法務大臣よ
り感謝状，平成18年２月警察庁長官
表彰（警察協力章），平成18年３月海
上保安庁長官感謝状を受けている．

また大学内では各種倫理委員会委員
長を歴任し，生命科学や保健医療科
学の進歩と人間の尊厳の調和にも尽
力するなど，研究者，教育者，実務
家として，犯罪学の充実発展に寄与
した功績は誠に顕著である．

　日本犯罪学会は，医学界でも法医
学と精神医学の専攻者以外には余り
知られていない地味な学会です．年
一回の総会（学術大会）がほとんど
東京ないし関東圏で行われてきたの
で地方ではなじみが薄い点もあるよ
うに思います．しかし，学会の各会
員は平和な国民生活を脅かす犯罪の
絶滅を期し，広く専門科学者や実務
家が知恵を出し合い，情報を交換し，
安全で安心な日本社会の構築のため
に努力しています．受賞を機に併せ
て日本犯罪学会の紹介をさせていた
だきました．
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